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★運河の水門に学ぶ人生の極意 

失意のどん底に落ち込んでも、信念を強める訓練を積めば、落ち込む心を回復させ、どん底から立ち上がること

ができる。 

運河の水門をイメージするのだ。いくつもの水門を使って、船を押し上げては前進させ、普通では不可能な水路

を航行させることができる。 

船が上流に入ってくると水門を使って船を閉じ込め、そこへ水を流し込み、数万トンの船も水の浮力で易々と押

し上げられ、より高いレベルの水路へ進むことができる仕組みだ。 

積極的な感情で心を包み込めば、眼にも見えず、耳にも聞こえないが、浮力を持った流れが溢れてきて、

心を上向きに浮上させてくれる。 

思いもよらず、あなたは再び前進を始める。あなたを座礁させた浅瀬から離れつつあるのだ。 

偉大な力があなたの生命に流れとなって注ぎ込み、心の中に満ちあふれる。 

どんな状態に陥っても、決して希望を失わなければ、水に押し上げられる運河の巨船のように、 

あなたは悲嘆のどん底から浮上できる。 

    「それでも、突破できるのだ」ということを忘れてはならない！ 

 

★ごく普通の人でも超人的な力が出せるのはなぜか？ 

非常の事態に巻き込まれると、ごく普通の人でも超人的な力を発揮する。 

信じられないような話だが、よくあることなのだ。 

あなたはどれだけのパワーと、どれだけのジャンプ力を持っているのか、その最大量は実際のところ誰も知

らない。 

誰でも常識を越える能力を発揮する可能性を秘めているのだ。 

 

人はその精神が高揚するとき、突然、異常な力を発揮するものである。 

空高く跳躍する姿を心に描きながら、城壁に立ち向かって行こう。 

城壁によじ登るためには「技能」よりも、「気力」の方がはるかに大切である。 

 

あなたは、想像以上の大きな力を自分の中に秘めていることを自覚していないのだ。 

あなたは、実は、もっと発展できるのである。 

 

<MIKO> 

 参考文献：Tough Minded Faith For Tender Hearted People by Robert H Schuller より 

 

 

第 63回 －第 4 章  天才とは真剣に夢を見る人」（その 2）－ 

 


